
九州がんセンター 看護の質評価 

１．安全・安心な入院生活 

＜褥瘡（床ずれ）関連＞ 

 褥瘡が発生し重症化することは、疼痛などの苦痛を伴い、患者さんの生活の質の低下や感染などの

合併症を引き起こす原因となります。そのため、褥瘡発生の予防や早期発見、および入院時に発生し

ていた（持ち込み）褥瘡の改善に努めています。 

 

推定発生率：毎月 1日の入院患者数÷当日の褥瘡発生数×100 

有病率：入院のべ患者数÷褥瘡発生数×100 

   

 2020年度 2021年度 2022年度 

推定発生率 1.40% 1.40% 0.78％ 

有病率 0.78％ 1.79％ 1.42％ 

治癒率 34.78% 34.78% 31.73％ 

持ち込み率 27.3％ 25.8％ 40.29％ 

※褥瘡推定発生率の全国平均 1.2％（2018年度褥瘡学会） 
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